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 心室中隔欠損症は従来比較的予後の良好な心疾患であると考えられていたが,心驕病学の進歩
 とともにこの考えが改められ,自然経過に関しては,・i)症状が殆んどなぐ比較的高年令まで生
 存するもの,2)年長児又は成人に達してからEi8e且moager症候群の症状を呈し死亡する
 もの,5)早期に心不全症状を来たし乳幼児期に死亡するもの,に分けて考えられている。各症
 例毎に自然経過を正確に予測することは手術適応の決定び)上で重要左ことであるが,そのための
 資料に乏しいのが現状である。著者は乳児を越えた心室中隔欠損症患児について2國の心臓カテ
 ーテル検査を行レ・血行力学的検査成績の観察から自然経過の追跡を行い,それと臨床所見との関
 連から以後の自然経過を予測した。更にその結果に基ずき本症の予後による分類法を考案した。
 研究に使用した症例は17例で男児7例女児10例,初回検査蒔の最低年令は唯年8月,最高
 年令は13年2月.第2回検査時には夫々4年目月,14年5月である。2圃の検査の間隔は
 1年r月から5年10月に亘った。各症例について第1回,第2回とも右心カテーテル検査によ
 り右心系各部の内圧を測定し又同時に測定した酸素消費量の結果から肺血流量・体血流量を計算
 しそれにより更に肺塩管抵抗を求めた。
 肺1丘1流量(免P)と平均肺動脈圧(PAm)との関係の時間的変化から本症を3つに大別し得
 る。即ち1)PAmの上昇に伴い点Pが減少していぐ群2)PAmの低下に伴い貞Pも減少し
 ていぐ群5)PAm及びQPとも経時的変化の小さい群,である。臨床的に児た場合識rOUpコ
 は次第にEi8eロme血ger症候群へと移行すると考えられる予後不良の群であ匂,GrOup2
 は自然閉鎖傾向を示す予後良好な舞(}rOuP5は比較的高年令まで生存し得ると考えられる
 予後良好な群であると考えられ鳥αroupては初回検査畦PAmみ58聯H9,免P153
 L/mi血M2,Group2は同様59篇H9,20,究L/miゴM2,GrOuPろは夫々18.6
 麗H9,5.6L/miaM2が平均値である。PAmの径隠約変化はαrOup1では著明な上昇(年
 平均Z8鯉H9),GrOu.P2では急激τな低下(年平均92磁H9),GrO旦P5では殆んど
 変化が認められなかった。肺血管抵抗(PVR)はGrOuP1では全例増大傾向,GrOup2で
 は変化なぐ,GrOup5では特徴的所児はなく増大,減少,不変例が混在するが変化巾は小さ
 い。肺動脈圧対体動脈圧比(PAm/3Am)の変化はGrOuP窪では大きく,Group2及び
 5では小さい。肺体血流量比(qp/q8)の変化はαroup1では減少傾向,G1℃Up2及び
 5では殆んど変化を認めなかった。臨床所見との関連性については,収縮期雑考の強度の変化と
 PAlnの変化との間に相関々係はなかった。同時1て収縮期雑'音の強度の変化とQp/免8の変化
 の間にも,相関々係はなかった。このことから収縮期雑音の変動は単に短縮量及び肺動脈圧(ン〕み
 により決定さ九るものではないことがわかる。又,胸部X線写真より心胸廓比を各例について求
 め,その初回検査時の大きさ,並びに2回目検査までの変化は各Group毎に特徴的であ夢,
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 ⊂}r(〕up{では案刀圖平ゴ匂5改4,21亘1目三拝均61.5であり,(}rOUP2では同様∫初回50.,2回
 目48,〔}rOUP5では初四4曳6,2回目52.4てある。心電図σ)変化につ1.(てはσrOup1
 では初回検査昨LVH2例ンRVH5例,CV月・1例であったフ残2回目検査時にはLVH1例,
 RVH4例,eVH6例である。弓roup2では初回検査臨は正常で以後電変化しない。G・rOuP5
 ては初回検査晧RVH1例正常4例で以後の変化は認められない。
 以上の結果から,乳児期を越えた本症焦児では17例中11例に予後不良と予測される所見が
 あり,しかもかなり急速に進行するものであることが,2回の血行力学的検査の上でうかがわれ
 る。αrOuP2及び3は予後は良好と考えられるσroupであり手術は急ぐべきではない。
 本症の分類については従来の病理解剖学的分類(EαWard8・江.凪1960)及び臨床的
 分類(S91zer,へ1954)等の理論的分類法に対して,著者は上述の和ぐ経時的.血行力学
 的観察から予後による分類法を提唱したい。・各GrOUl)を鑑別する方法として著者は血行力学的,
 所見並び〃τ臨床所見の外に,肺動脈内にTO■aZOli且ehyαrOch■Orideを注入した下降を見る
 方法を費用なものと考えている。wgdg3pulmOnary'arteriOgraPhyは鑑別の方法
 としては有効ではなかった。又,上述の所見から本症の肺高血圧が肺」丘t管床に由来するものは
 GrOup1であり,尉jf血流量の増大にのみ・由来す・るものはαrou㊤2であると考える。又,』手術及び
 剖検所見により得られた欠損孔の大きさは各σrOuP毎に必ずしも特徴的ではなかった。心室中
 隔欠損症という病名で包括された概念ではあっても,自然寵遇から見た本症は5種類の疾,憲の集
 合体であるといえよう。しかもこの5α・rOuPの相互間の移行は殆んどないと考えられる。従来,
 肺動脈圧の程度によってオ'症の重症度を決定する考え方が支配的であったが著者の得た結果か
 らは必ずしも重症度つまり予後を正確に反映するものではなぐ,著者の提唱した分類法こそが真
 に予後を正しく予測する方法として有用なものであると考えている。
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 審査結果の要旨
 心室中隔欠損症は比較的最!近まで予後の良好な心疾患であると考えられていたが,ここ数年問に
 於ける心臓病学の著しい進歩により現在は必ずしも良好な自然経過を辿るものではないことが知ら
 ナ!、てきた。実際,本症の労は乳児期に死亡するといわれる。従二)て乳児期に於ける外科的治療の必
 要性が強調される根拠ともなっている。一方従来本症が比較的良好な予後をとるという印象を与え
 ていたのは年長児に至るも殆んど症状を呈せず,高年令まで生存ずる症例がしはしば見られたため
 である。本症はこのように自然経過の面から見た場合,両極端に亘る広いVari麟iOuを示すも
 のであ当,各症例毎に正しく予後を判定する方法が確立されていない現段階では,乳児期にす'べて
 手術を行・)方向に向っているのも止むを得ない。
 著者は本症の自然経過を正しく知り早期にその予後を判定する方法を確立するための研究の一環
 として,本症患児を2回の血行力学的検査で追跡した。研究に嘆用した症例は17例で年令域を褻、
 児期を経過した以後のものに限定した。肺血流量(奄P)と肺動脈平均圧(PA皿)の関・係の特欄的変
 化から本症を5つに大別した。
 即ち1)PAmの.上昇に伴いqpが減少していく1洋
 2)PA皿の低下に伴い点Pが減少していく群
 5)PA狙並びに〔もpの暗闘的変化の少い群
 である。夫々〔}rOuP1.2.三とした。
 臨床的に見た場合(}rOUP廿亡次第にEl勧eame且gOrへと移行していくと考えられる予後不
 良の群であり,G「OUP2は自然閉鎖傾向を示す予後良好な群,αr鰍P5は比較的高年令まで生
 存し得ると思われる予後良好な群てある。
 以上の5群の.血行力学的所見はαrOuP4はPA瓢が著明な上昇(年平均Z8,磁H9)曳P/軸
 は減少,PAm/8Amは増大,腋!血管抵抗(PVR)も増大した。σroup2はPAmは急激に低下
 (年平均92了π拝1H牙),競p/飴,PA皿/SAm,PVRは殆んど変化がなかった。αrOUP5は
 同様にPAm,帥/鹿S,1Am/SAm,PVRともに変化を殆んど示さなかった。
 又,臨床所見との関連でもαrOUP1拭遇G〔}心胸廓比とも増悪化の傾向を示すがGrOUP2及
 び5は共に殆んど変化の傾1・・ヨ奮示さ一ず正常範囲内πあった。心雑音の強さの変化は各GrOじp海に
 特徴は認められなかった。
 以上の5群を臨床的に鑑溝量一る方法として,肺動脈内にTolUZOlinohydrOChユorid-e
 の注入により圧降下を見る方法が有用で凄)つた。
 本症の肺高血圧症にも2種類あり,肺血管床の変化に由来するものがGroup1であ童1,肺血流
 量の増大にのみ由来するものがGrOuP2であると考えられ.る。
 心室中隔欠損症という病名で包括される概念ではあっても自然経過から見た場合,乳児期以後の
 本症は5種類の疾,憲の集合体であるといえようし相互に移行することはたいと考えられる。肺動脈
 圧の程度により本症の重症度を決定する考え方1:t必ずしも正しいとはいえず,著者の考案した分類
 法が予後を正確に予測する方法としては有用なものと思われる。
 よって本論文は学位授与に値するものと認める。
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